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構 造 と力 学物 性
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1.目的　ポリビニルアルコール(ＰＶＡ)に澱粉を混合した材料は、ＰＶＡの生分解を

より向上させ、かつ高延伸が可能なため、ある程度のヤング率の向上がみられる。

この試料は、溶媒として水とジムソの混合液に両者が溶解するため、ポリエチレン
中に澱粉粒子として取り込まれる場合とは異なり、見かけ上均一な素材となる。し

かし、80 °Cの熱水中に浸潰すると澱粉が溶け出るため、これを阻止する意味でホ

ルマル化によるＰＶＡの架橋を行った。　乙実験方法　ＰＶＡと澱粉を1/1 の割合で

混合し、これをジムソと水の混合液(6/4) で溶解し、急冷後得たゲルを乾燥させて

フィルムを作成した。この試料を塩酸蒸気で処理した後、ホルマリン蒸気でさらに

処理して架橋を行った。その試料につき、X 線、粘弾性および光散乱測定を行っ
た。　3.結果と考察　まずホルマル化試料を80 ℃の熱水中に浸漬しても、未延伸

試料では澱粉の溶出が大きく抑制され、走査型電顕でも澱粉粒子の存在が確認でき

ず、粒子とＰＶＡが見かけ上混合していることが判明した。未延伸および延伸試料
の粘弾性測定では、貯蔵弾性率ならびに損失弾性率は低温から常温付近までは架橋

試料と未架橋試料では大きな差がなかったが、高温になると架橋試料は著しい収縮

をおこし、ゴム弾性挙動となることが判明した。また、架橋試料は未架橋試料に比

べて結晶化度が低くなっていることも確認した。
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【目的】これまでに多糖高分子電解質であるアルギン酸、カルボキシメチルセルロ

ースと各種のカチオンを用いて、分子複合体を調製し、その機械的、熱的性質を明らか

にしてきた。本研究ではセルロース誘導体のカルボキシメチルセルロース(ＣＭＣ)と合成

ポリアミノ酸 のe-ポリリシン(PLys) を用いて高分子電解質錯体(CMC-PLys) フィルムを

調製し、そ のガラス転移を検討した。

【実験】置換度(DS)1.28 のカルボキシメチルセルロース(CMC)1  %水溶液とe－ポリリ

シン(PLys)2 ％水溶液を混合撹挫後、ガラス板に流し込み水分を乾燥除去してフィルムを

調製した。このフィルムを3% 酢酸水溶液に一定時間浸漬し、架橋させ水に不溶性のフィ

ルム(CMC-PLys) を得た。得られたフィルムの乾燥時及び湿潤時の示差熱分析(ＤＳＣ)及び

粘弾性測定(ＤＭＡ)を行った。

【結果】　CMC-PLys フィルムの乾燥状態のガラス転移温度(Tg)は、昇温速度、熱処

理温度、熱処理時間の増加に伴い上昇した。また、CMC-PLys のTg は、吸着水分率の増

加とともに減少した。この吸湿試料では水分子がCMC-PLys に非常に強く束縛されてい

るため、2oo ℃でlOmin 間のかなり高い熱処理温度により206 ℃の一定値に収束した。

ＤＭＡの貯蔵弾性率(E')が急激に低下する点がDSC 測定のTg の値とほぼ一致することが分

かった。
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